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令和4年度新潟県地域医療実習を開催しました

令和元年8月以来、3年ぶりに現地での実習を開催いたしました。感染対策のため、時

期が異なる学年ごとの内容となりましたが、184名の学生の方にご参加いただきました。

５年生実習18名 令和4年8月17日 湯沢ニューオータニほか

4年生実習23名 令和4年12月26日～27日魚沼医療圏域医療機関
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12/26 今季最強寒波が予想され、交通障害が心配されましたが、実習先のご協力もあり
予定通り実習を行うことが出来ました。９つの実習先によって様々なスケジュールとなって
おり、中には雪国の訪問診療に同行させていただき貴重な経験をした学生もいました。

12/27 小出に宿泊した次の日は、魚沼市立小出病院講堂にて、まとめ会を行いました。
前日学んだ内容をワールドカフェ形式で共有し、多様な経験から学びを深めました。1年
生の時以来の再会に別れを惜しむ姿も見られました。

8/17 湯沢町保健医療センターの6名の先生方のご指導の下、午前中は実践的なマイナーイ
マージェンシーの対応について学び、お昼は湯沢町の地域散策を行いました。午後からは「退
院調整とBPS」「EBM」についてグループワーク形式で学習しました。難しい～！という声も
聞かれましたが、グループ内で多面的に問題を考えたり、根拠に基づいた治療方針を導き出
し、患者さんの意思も尊重する内容に真剣に取り組んでいました。4年ぶりの湯沢町での実習
で、久々に同期との絆を感じた学生の皆さんも多かったようです。



2年生実習32名3年生実習34名 令和5年3月15日 湯沢ニューオータニほか

1年生実習66名 令和5年3月16日～17日 新潟県内医療機関

3/15 湯沢町保健医療センターの井上先生のご指導の下、「湯
沢町で足りているもの、足りないもの」「湯沢町に必要な医療・
医療機関」の2つの課題に取り組みました。入学時からコロナ禍
である学年のため、これまでの地域医療実習はオンラインで
行っていました。そのため同じ大学以外は初めまして！の人も
多かったので、交流をしながらの地域エクスカーションとなりま
した。午後からは、学年ごとに12グループに分かれ意見を出し
合い、まとめたものを発表しました。湯沢町役場にて情報を収
集し、地域包括ケアシステムの必要性について発表するなどさ
すが3年生‼というグループもいました。

3/16 新潟県内21の医療機関にて実習・見学を行わせていた
だきました。 初めての地域医療実習のため、大変緊張しながら
過ごす一日となりました。実習先ごとに様々なプログラムを用意
していただき、1年生でこんな経験をさせていただけるなんて！
と感激する方もいました。

3/17 新潟医療人育成センターにて、昨日経験した内容をワー
ルドカフェ形式で共有しました。グループごとに自己紹介から始
まり、自らの経験を付箋にまとめながら話し合いました。グルー
プを入れ替えていくうちに、和やかな雰囲気になり、卒業後新
潟県内で一緒に働く同期の仲間を認識する機会となりました。



今後の行事予定

●6/17 第3回新潟県総合診療専門研修をもっと知ろうイベント
●6～9月(3回） 新潟県県費修学生キャリアパス説明会
●8/16～19 令和5年度新潟県地域医療夏季実習（1～5年生）
●10月 新潟県県費修学生マッチング報告会
●随時 新医学セミナー、新潟大学県費修学生面談
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地域医療実習にご協力いただいた医療機関： 厚生連あがの市民病院
厚生連糸魚川総合病院 魚沼基幹病院 魚沼市立小出病院 下越病院
県立柿崎病院 厚生連柏崎総合医療センター 上村医院 県立がんセンター新潟病院
済生会新潟病院 県立坂町病院 厚生連佐渡総合病院 県立新発田病院
厚生連上越総合病院 信楽園病院 立川綜合病院 県立中央病院 津南町立津南病院
県立十日町病院 長岡赤十字病院 厚生連長岡中央綜合病院
厚生連新潟医療センター 新潟市民病院 県立松代病院 南魚沼市民病院
厚生連村上総合病院 萌気園浦佐診療所 湯沢町保健医療センター
（順不同・敬称略）

実習についての感想（学生）

代替実習11名 新潟県内医療機関 4.5年生

学年実習に参加できなかった方には、12月（5年生）と3月（4年生）に個別の実習に
ご参加いただきました。

編集後記
おかげさまで3年ぶりの地域医療
実習を終えることが出来ました。
至らぬ点もあったかと思いますが、
今年度も何卒よろしくお願い申し
上げます。

・将来の新潟県の医療を支えていく立場として自覚と責任を持ち、広い領域の疾患を診察できる能
力を身につけていきたい。その上でどの地域に行っても、その地域の医療需要に対応して医療の穴
を埋めることができるような医師になれるように努力していきたい。（5年生）
・今回の実習では、3年ぶりに将来新潟の医療を担う同学年の仲間と交流でき、刺激を受けること
ができた。また、病棟実習が始まり、現場の実情が見え始めてきた4年生として、1年生の時の実習
とは違った視点から見ることができたこと、大学病院ではない地域の中核病院を見学できたことは
とても意義深い経験となった。（4年生）
・今回の実習ではさらに広く捉えた「家族・地域の医療」で医療を俯瞰することができた。学生の
間はどうしても座学や病院内の実習で覗くレンズが狭められてしまうが、地域や家族の医療のよう
に、医療にはさらに大きい視点があるということを意識して勉強に励んでいきたい。（3年生）
・今回の実習で他大学を含め多くの仲間と交流し、良い関係を築けた。この関わりを大切に将来新
潟県の医療を支えていくもの同士、切磋琢磨して勉学に励んでいきたい。（2年生）
・3年生もいて1年長く医療について学んでいる先輩方のグループ発表も自分たちとは違う視点を
持っているのだと感じた。（2年生）
・今回の実習から、私はより地域医療に貢献するために勉学に励むだけでなく、たくさんの人とか
かわったり新しいことの果敢に挑戦したりして、自分のコミュニケーション能力を高めていきたい
と感じました。（1年生）
・私は今回の実習を通して患者さん一人ひとりの健康に寄り添い、新潟県の地域医療を支えること
ができるような医師になりたいと改めて感じた。（1年生）
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